
□ 「未来を拓く学力」の向上事業【教育再生】 〔教学指導課〕 654万1千円
[ 564万7千円]

○ 学力スパイラルアップ事業

○ 理数教育充実事業

○ 学力格差解消に向けた補充的な学習サポートモデルの構築

○

□ 未来を担う科学技術人材育成事業 〔教学指導課〕 2207万4千円
[ 2207万4千円]

○ 中学生の宇宙科学分野への関心を高めるJAXA（ジャクサ）スペースツアーの実施

○ 科学オリンピック出場者の強化合宿の実施

○ 大学、企業等と連携した学習活動への支援

□ 情報通信技術（ICT）を活用した確かな学力育成事業【教育再生】 2億5398万2千円

〔教学指導課、特別支援教育課〕 [ 1億9514万2千円]

○ 小学校におけるプログラミング教育の必修化に向けパイロット校において実証検証

　パイロット校　　小学校  ２校、中学校　３校　　

○ ＲＥＳＡＳ（リーサス）を活用した地方創生のための探究学習の実施

○ 県立高校へのＩＣＴ機器の整備・活用

○ 特別支援学校へのタブレット型端末の導入

　特別支援学校小学部への導入　18校

○ 教員のＩＣＴを活用した指導力向上研修推進事業

　児童生徒に確かな学力を定着させるため、学力実態を把握するとともに確実に定着さ
せる仕組みの構築等を推進します。

　地域の方などが部活動指導を行い、部活動顧問である教諭が補充的な学習サ
ポートを実施

　信州大学と連携し、ＩＣＴを活用した指導力の向上を図る教員研修プログラムを策
定し、実践と検証を行った上で、プログラムを各校へ周知

次期学習指導要領の実施に向け、各教科・領域において次代の中核となる教員を
集め事例収集や改訂に対応する計画を策定

平成29年度当初予算　主要事業

事　　　業　　　内　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額
[28年度予算額]

　　全国学力・学習状況調査と県独自の学力実態調査を組み込んで早期に学力実
態を把握するとともに、子どもの学力の定着を強化するために、学期単位で授業改
善の取組を評価できるＰＤＣＡサイクルを再構築する

　理数好きの子どもの裾野を広げ、伸びる力をさらに伸ばすとともに、教員の観察、
実験等に係る指導力や専門性の向上を図る

　次期学習指導要領や高大接続システム改革に対応するため、県立高校において
ＩＣＴを活用した効果的な学習を先駆的に実施

　1校当たり　電子黒板20台、実物投影機20台、探究学習用ＰＣ42台、
　　　　　　　　WEB会議システム１式

　将来の長野県を支える科学技術人材を育成するため、生徒の科学的探究力や伸び
る力を一層伸ばす取組を推進します。

　子どもたちが高い意欲を持って学び、実社会で必要となる実践力やコミュニケーション
能力を身に付けるため、電子黒板やタブレット型端末の導入など、教育環境の充実を
図り、アクティブ・ラーニングの推進など21世紀にふさわしい学習スタイルの実践研究等
により、情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した学力の育成を図ります。

確かな学力を伸ばす教育の充実

１ 未来を切り拓く学力の育成

知・徳・体が調和し、社会的に自立した人間の育成

新

新

新

新



事　　　業　　　内　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額
[28年度予算額]

○ ICTを活用した遠隔教育推進事業

□ 信州少人数教育推進事業【教育再生】 〔義務教育課〕 44億7780万円
[ 45億5430万円]

○ 30人規模学級編制

　学級平均児童生徒数が35人を超える学年に教員を配置

○ 学習習慣形成支援

○ 少人数学習集団編成

○ 不登校等児童生徒支援

　不登校支援等の課題対応に必要な教員を学校や市町村からの提案により配置

□ 高等学校再編施設整備事業 〔高校教育課〕 14億4033万1千円

[ 14億9157万6千円]

○ 高校再編に伴う校舎等の整備　　建設工事等　　４校

（飯山高校、須坂創成高校、佐久平総合技術高校、大町岳陽高校）

□ 学びの改革（高校フロントランナー改革）事業【教育再生】 〔高校教育課〕 274万9千円
[ 389万5千円]

□ 地方創生のモデルとなる新しい高校づくり推進事業【教育再生】 〔高校教育課〕 558万1千円
[ 417万6千円]

〔※27年度2月補正〕

□ 学びと働きを連携させた信州創生のための新たな人材育成モデル事業 〔高校教育課〕 9022万9千円
[ 6630万2千円]

〔※28年度6月補正〕

□ 魅力ある高校づくりの推進 〔教学指導課〕 1億9935万6千円
[ 1億9644万9千円]

○ 21世紀型学力の育成を図るカリキュラムの編成・実施　　66校

○ 「学び直し」に係るカリキュラムの編成・実施　　15校

　複数教員による支援・指導（ＴＴ）のため、平均児童数が30人を超える学年の学級
数に応じ教員を配置

　今後の変化の激しい社会に対応していくため、地域の拠点となるモデル高校に「学
び」と「働き」が相乗的に営まれるデュアルシステムを構築し、産業界が求める人材の育
成と地域の魅力を活かした活躍の場を創出することにより、個人の能力を活かし、産業
を支える人材の定着を図ります。

　急速にグローバル化し変化する社会に求められる力としての「21世紀型学力」を育成
するとともに、学習の定着等に課題を抱える生徒に対応できるカリキュラムの編成を促
進します。

　30人規模学級編制等に必要な教員配置を行うことにより、児童生徒一人ひとりに応じ
たきめ細かな指導を行い、学習習慣・生活習慣の確立と基礎学力の定着を図ります。

　第１期高等学校再編計画に基づく施設整備等を行い、教育環境の向上を推進しま
す。

　ＩＣＴを活用した遠隔キャンパス間における多様な学習支援を行うための調査研究

　習熟の程度に差が生じやすい教科で、30人以下の学習集団が編成できるよう教員
を配置

　将来を担う若者が、社会の変化に対応しつつ、能力を最大限に高められるよう、教育
の質の向上や教育方法の改善を推進するとともに、少子化による高校の規模と配置の
適正化に一体的に取り組み、「新たな社会を創造する力」を育む「学びの改革」を行い
ます。

　平成28年４月に白馬高校に開科した国際観光科において、生徒の全国募集活動を
行うとともに、地域観光資源を活かした特色あるカリキュラム編成等を行うコーディネー
ターを配置し教育の充実を図ります。

高校教育の充実



事　　　業　　　内　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額
[28年度予算額]

□ 高等学校学力向上推進事業【一部環境・エネルギー自立地域創造】 〔教学指導課〕 2336万1千円
[ 2349万8千円]

○ 理数系学力の伸長

○ スーパーサイエンスハイスクール指定校支援事業
　将来の国際的な科学技術系人材の育成のため、先端的な理数系教育を実施

○ 伸びる力養成講座

○ 自然エネルギー・環境教育支援事業

　高等学校等が行う自然エネルギー・環境に関する教育活動を支援

□ みすずかる信濃の文化振興事業 〔教学指導課〕 9712万円
[ 4160万4千円]

○ 2018信州総文祭の開催準備

　2018信州総文祭プレ大会の開催、先催県の視察及び専門部活動の活性化

○ 大会生徒派遣事業

□ キャリア教育支援事業【教育再生】【次世代産業創出】【雇用・社会参加促進】 3669万円
【活動人口増加】 〔教学指導課〕 [ 3205万6千円]

○ キャリア教育の推進

・　キャリア教育カリキュラムを改革する高校を重点的に支援

・　「ずく出せ修業」就業体験

○ 子育て理解教育の推進

　県立学校全ての生徒に基礎的・基本的な学力を定着させるとともに学力の向上を図
り、生徒の希望進路の実現を目指します。

　平成30年度長野県で初めて開催する第42回全国高等学校総合文化祭（2018信州総
文祭）に向けた準備を確実に進めるとともに、高校生の情操の涵養を図るため、プレ大
会の開催や大会への派遣等を通じて、高校における芸術文化活動のレベルアップと一
層の活性化を図ります。

　児童生徒の職業観や社会性を育成するため、学校、地域社会、産業界が学校を支援
する仕組み（プラットフォーム）を構築し、児童生徒の職場体験、就業体験を実施しま
す。

　　参加生徒数　12,100人以上

　産学官の諸機関・団体が参加する「長野県キャリア教育支援センター」による職場
体験、就業体験、出前授業、講演会等の施策推進

　高校生が将来の子育てに関する貴重な体験として、乳幼児とふれあう場をつくり、
男女が互いに協力して家庭を築き、子どもを産み育てることの重要性や意義を学習
する機会を創出

　全国大会・ブロック大会に出場する生徒の参加経費を補助

　受験指導に実績のある予備校講師の活用による記述対策や教員の指導力の向上
　　　２ 地区

　　就職を目指す生徒に対する職業科目の充実、資格取得の推進等
　　実施校　６校

　学習習慣の形成を図る学習合宿、課題研究や研究発表を行う信州サイエンスキャ
ンプ、医学部を目指す高校生が合同合宿などにより切磋琢磨する信州赤ひげ塾な
どにより理数系学力の向上に取り組む

　　保険料を補助し、高校生の就業体験を推進

２ 信州に根ざし世界に通じる人材の育成

キャリア教育の充実



事　　　業　　　内　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額
[28年度予算額]

□ 学びと働きを連携させた信州創生のための新たな人材育成モデル事業（再掲）

〔高校教育課〕
□ 特別支援学校就労支援総合事業【教育再生】【雇用・社会参加促進】（後掲）

〔特別支援教育課〕

□ 「信州学」推進事業【教育再生】 〔教学指導課〕 1289万9千円
[ 2300万3千円]

〔※27年度２月補正〕

○ 全県立高校で地域の特色を生かした学習を推進

○ 「信州学推進委員会」の設置

○ 「信州学サミット」の開催

　各校の取組発表、情報交換、有識者によるシンポジウムなど

□ 高等学校学力向上推進事業【一部環境・エネルギー自立地域創造】（再掲）

〔教学指導課〕

□ グローバル人材育成事業【教育再生】 〔教学指導課〕 2億4019万9千円
[ 2億3870万円]

○ スーパーグローバルハイスクール指定校の運営

　指定校　　２校

○ 高校生の発信力及びグローバルマインドの育成

・　信州グローバルユースセミナー（小布施サマースクール、伊那谷アカデミア）

・　グローバルマインド育成講座

・　グローバル語り部派遣事業

・　大学生と連携した高校生の「学びの改革」の推進

○高校生の留学、海外研修を支援

長野県独自の海外研修プログラム「未来塾ながの in the Phillippines」等の実施

○ 英語教育教員研修推進事業

・　小中高英語担当教員のスキル向上研修

・　小学校英語教科化に向けた専門性向上事業

○外国語指導助手（ALT）の配置　 43人

□ 県内大学進学のための入学金等給付事業【教育再生】（後掲） 〔高校教育課〕

　　留学経験者とのワークショップや講演会等を通じて、高校生の留学に対する
　意識、気運の向上を図る

　自らが生まれ育った地域の文化・産業・自然などを理解し、ふるさとに誇りと愛着を持
ち大切にする心情を育む「信州学」を推進します。

　信州に根ざし世界に通じる人材を育成するため、児童生徒の発信力やコミュニケー
ション能力を向上させる取組を推進します。

　人文科学・社会科学分野等での先進的教育課程の開発・実践により、語学力と
ともに国際的素養を身につけ、将来的に政治、経済、学術等の分野で活躍できる
グローバルリーダーを育成

　　ＪＩＣＡ（国際協力機構）青年海外協力隊との連携による体験講座により高校生
　のグローバルマインドを育成

　　「学校内の学び」から「社会に開かれた学び」のあり方を研究するため、学校と
　セミナー等を主宰する団体をつなぐプラットフォーム設立に向けた検討を開始

　　大学教授や海外経験のある大学生等が講師となりフィールドワーク等による
　探究活動を通じて、高校生のプレゼンテーション能力、課題解決力、発信力、
　語学力等を育成

世界につながる力の育成

高等教育の充実

長野県・地域を学ぶ体験学習

〔拡〕

新

新

新

新



事　　　業　　　内　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額
[28年度予算額]

□ 学校人権教育推進事業 〔心の支援課〕 47万4千円
[ 47万3千円]

□ 「共育」クローバープランの推進 〔教育政策課、心の支援課、文化財・生涯学習課〕

□ 運動部活動イノベーション事業 〔スポーツ課〕 115万7千円

〔290万8千円〕

○ 運動部活動指導者を対象とした研修会の開催

○ アスレティック・トレーナーやトップアスリート等の指導者を派遣

□ 長野県版運動プログラム普及事業【教育再生】【健康づくり・医療充実】 〔スポーツ課〕 169万3千円

〔154万5千円〕

○ 「キッズ運動遊びどこでもゼミナール」の開催

○ 「体つくり運動」実技講習会の実施

　小学校児童対象の実技（疾走能力・筋力）講習会　８会場

　中学校生徒対象の実技（コアトレーニング）講習会　12会場

□ 学校・家庭・地域全体で取り組む食育推進事業【健康づくり・医療充実】 〔保健厚生課〕

64万8千円

〔53万5千円〕

○ 栄養教諭の研修、活動支援

○ 「朝ごはんは元気の素！（仮）」の発信、食育キャンペーン

○ 「長野県学校給食フェア」の実施

□ 幼児教育振興事業 〔心の支援課〕 40万7千円
[ 40万7千円]

□ 長野県版運動プログラム普及事業【教育再生】【健康づくり・医療充実】（再掲）

〔スポーツ課〕

　「本を読む、汗を流す、あいさつ・声がけをする、スイッチを切る」といった不易な実践
を呼びかけ、子どもたちも、教員も親も、長野県の全ての人々が共に学び共に育つこと
を願う「共育」クローバープランの活動を推進します。

　心身の成長過程にある中学生期のスポーツ活動等が適切で効果的な活動として実施
されるよう、「長野県中学生期のスポーツ活動指針」に基づく学校等の取組を推進しま
す。

　子どもの体力・運動能力の向上を目的とし、長野県版運動プログラムの普及を図る講
習会等を実施します。

　子どもたちに正しい食事のとり方や望ましい食習慣を身に付けさせ、心身ともに健全
な発達を促すため、家庭、地域との連携のもと、学校における食育を一層推進します。

　幼稚園・保育園、小学校の教職員、地域の指導者、保護者を対象とした出前ゼミ
ナールの開催  10会場

　学校人権教育研修会やファシリテーター研修会の開催等により教職員の人権感覚を
高めるとともに、指導力の向上を図ります。

　長野県の幼児教育の振興を図るため、幼児教育連絡会議を開催するほか、幼稚園等
新規採用教員研修を実施します。

３ 豊かな心と健やかな身体の育成

豊かな心を育む教育

健康づくり・体力の向上

幼児教育の充実



事　　　業　　　内　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額
[28年度予算額]

□ 信州型コミュニティスクール推進事業【教育再生】 〔文化財・生涯学習課〕 140万1千円
[ 140万1千円]

○ 信州型コミュニティスクールアドバイザーの重点派遣

○ 教員向け研修会の開催

○ 先進事例発表会や学校訪問による普及・啓発　

□ 学校評価の推進 〔高校教育課、特別支援教育課〕 421万1千円
[ 429万7千円]

○ 学校評議員の設置
構成員 保護者・地域住民等 ７人程度

実施校 県立高等学校及び特別支援学校

○ 学校自己評価、学校関係者評価 等

□ 教員の資質向上・教育制度改善事業【教育再生】 102万2千円
〔教育政策課、高校教育課、特別支援教育課〕 [ 102万2千円]

○ コンプライアンス体制下における非違行為の未然防止、重大事案の解決

○ 教職員及び学校の評価制度改善の実施

○ 教職員の通報・相談窓口の設置

□ 教職員研修事業 〔教学指導課、義務教育課、高校教育課、保健厚生課〕 8140万円
[ 1億968万1千円]

○ 教師として独り立ちするための「初任者研修」

○ 学校の中核となるための「中堅教諭等資質向上研修」

○ 充実期の教員としての専門性や人間性を高めるための「キャリアアップ研修」

○ リーダーシップを発揮するための「管理職研修」

○ 今日的な教育課題に対応するための指導力向上研修や教育機関への「派遣研修」

○ 総合的な教師力向上のための調査研究

○ 採用前におけるわいせつ行為防止研修

□ 指導力不足等教員改善事業 〔教学指導課〕 36万6千円
[ 36万6千円]

　学校と県民の協働による地域に開かれた信頼される学校づくりを推進するため、保護
者や地域住民が学校運営に参画し、学習支援や教育環境の整備などの教育活動を支
援する「信州型コミュニティスクール」を推進します。

　地域に開かれた学校づくりを推進するため、県立学校に学校評議員を設置するほ
か、学校評価の充実を図ります。

　モデル市町村等での実践活動や先進的な取組を手掛けたコーディネーター・経験
豊富な教職員を、アドバイザーとして信州型ＣＳの立ち上げや取組の充実を目指す
地域や学校へ派遣し普及を促進

　平成25年７月に策定した「信州教育の信頼回復に向けた行動計画」に「わいせつな行
為根絶のための特別対策（平成28年10月策定）」を位置づけ着実に取組を進め、信州
教育への信頼回復に向けた取組を推進します。

　有識者からなる判定委員会が客観的な視点のもとに、児童生徒を適切に指導でき
ない教員を指導力不足等教員と判定し、適切な対応策を講じることにより、教員の資
質向上を図ります。

　多様化する教育課題に対応し、児童生徒に「生きる力」を身につけさせるため、平成
25年に策定した長野県教員研修体系に基づき、経験・職能・教科等に的確に対応する
研修を実施します。

４ 安全・安心・信頼の学校づくり

地域と共にある学校づくり

教員の資質能力向上

新



事　　　業　　　内　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額
[28年度予算額]

□ 教職員復職訓練・健康審査、研修事業 〔保健厚生課〕 171万4千円
[ 171万9千円]

□ 高等学校施設整備等事業（後掲） 〔高校教育課〕

□ 実践的安全教育総合支援事業 〔保健厚生課〕 747万円
[ 697万8千円]

○ 緊急地震速報器の導入　15校（平成27年度11校、28年度11校に導入済）

○ 安全アドバイザーを市町村へ派遣し、専門的見地から防災指導・助言を行う

□ 安全・安心のための学校給食環境整備事業 〔保健厚生課〕 732万3千円
[ 707万8千円]

○ 給食用食材の事前検査　（約300検体/月）

□ いじめを許さない学校づくりの推進（後掲） 〔心の支援課〕

□ 信州少人数教育推進事業【教育再生】　（再掲） 〔義務教育課〕

□ 学びの改革（高校フロントランナー改革）事業【教育再生】（再掲） 〔高校教育課〕

□ 高等学校施設整備等事業（一部再掲） 〔高校教育課〕 27億251万7千円
[ 38億1648万9千円]

○ 高等学校再編施設整備　　建設工事等　４校

（飯山高校、須坂創成高校、佐久平総合技術高校、大町岳陽高校）

○ 高等学校施設整備　　老朽校舎　２校、体育施設　１校

○ 高等学校校舎等計画改修

□ 特別支援学校整備事業 〔特別支援教育課〕 6億6147万6千円
[ 2億5368万3千円]

○ 中信地区特別支援学校再編整備事業

○ 特別支援学校施設計画整備事業

H28：17校57か所　　H29：17校48か所

□ 高校生等奨学給付金給付事業【教育再生】 〔高校教育課〕 5億8251万4千円
[ 5億360万3千円]

○ 給付要件：生活保護受給世帯及び市町村民税非課税世帯

○ 給付額（年額）

　学校給食に対する安全の再確認と保護者等のさらなる理解と安心を図るため、県内
の学校給食で使用する食材の放射性物質検査等を実施します。

　第１期高等学校再編計画に基づく施設整備を行うとともに、高等学校の老朽校舎や
体育施設などの改築を計画的に実施します。また、施設の長寿命化を図るための校舎
等の屋根改修等やトイレの洋式化等を計画的に進め、生徒が長時間過ごす生活の場
でもある学校の環境向上を図ります。

　松本盲学校校舎増築、寿台養護学校給食棟新設、松本ろう学校既存棟改修　等

・　非課税世帯　全日制・定時制（第２子以降） 129,700円

・　非課税世帯　通信制　　　　           　　　　 　 36,500円

・　生活保護受給世帯                                   32,300円

・　非課税世帯　全日制・定時制（第１子）　　   　75,800円 （H28　59,500円）

　精神神経系疾患による休職者等の職務能力の回復と円滑な職場復帰を図るため、復
職訓練事業を実施します。また、メンタルヘルス研修会、管理監督者のためのメンタル
ヘルス相談事業により教職員の心の健康の保持増進を図ります。

　東日本大震災の教訓等を踏まえた新たな安全教育の指導方法や、教育方法の開発・
普及を図るため、緊急地震速報等を活用した避難訓練など先進的・実践的な安全教育
を行う学校の取組を支援します。

　「中信地区特別支援学校再編整備計画」を推進するとともに、老朽化した学校施設の
改修及び設備の更新を計画的に行い、教育環境の向上を図ります。

　公立高等学校等に在籍する低所得世帯の生徒の授業料以外の教育費負担を軽減
するため、国の制度を活用し給付金を支給します。

安全・安心の確保

教育環境の維持改善

〔拡〕



事　　　業　　　内　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額
[28年度予算額]

□ 県内大学進学のための入学金等給付事業【教育再生】 〔高校教育課〕 750万円
[ 750万円]

□ 高等学校奨学金等貸付事業 〔高校教育課〕 1億6180万2千円
[ 2億995万2千円]

○ 奨学金貸与月額

公立：18,000円　　私立：30,000円

□ 高等学校等就学支援金交付事業 〔高校教育課〕 46億4418万2千円
[ 46億2095万4千円]

○ 就学支援金の支給（県立高等学校分）

　支給要件：市町村民税所得割額 304,200円 (年収910万円程度) 未満の世帯

　支給金額：授業料相当額(全日制の場合年額118,800円以内)

□ いじめを許さない学校づくりの推進 〔心の支援課〕 2億6345万4千円
[ 2億5438万4千円]

○ 「いじめ防止子どもサミットＮＡＧANO」開催事業

実施内容　　小・中学校ごとの取組発表、いじめ防止メッセージの提言等

参加者　 　　小・中学生、保護者、学校職員　約100人

○ 高校生インターネット適正利用推進事業

高校生ＩＣＴカンファレンス長野大会の開催

参加対象：県内高校生（10校　40人程度）

○ スクールカウンセラー事業【教育再生】

小・中学校　拠点校 95校に配置し、周辺校へ派遣　

高校、特別支援学校　要請に応じて教育事務所から派遣

○ スクールソーシャルワーカー活用事業【教育再生】

スクールソーシャルワーカーの配置  　24人分　 (H28:18人分)

　児童生徒が安心して学校生活を送り、学習に取り組めるよう、児童生徒の悩みに適
切かつ迅速に対応できるスクールカウンセラー（臨床心理士等）を配置し、学校内に
おける相談体制を充実

　いじめ、不登校等生徒指導上の諸問題に対して、未然防止や早期発見・早期対応に
必要な支援及び相談体制の充実を図ります。

　児童生徒がいじめを自らの問題として捉え、いじめの未然防止に主体的に取り
組む意識を醸成

　インターネットやスマートフォン等の利用に伴う様々な問題を防止するため、高校
生が情報モラルについて自ら考え、自主的にインターネット利用のルールづくりが
行なえるよう支援することにより、インターネットの適正利用を推進

　いじめ、不登校、暴力行為などの背景にある家庭的な問題に対応するため、社
会福祉や精神保健福祉の専門家であるスクールソーシャルワーカーを配置し、地
域や専門機関等と連携して困難を抱える児童生徒を取り巻く環境を改善

　意欲や能力が高いにもかかわらず、経済的な理由で大学・短大への進学が困難な生
徒を支援するため、県内の大学・短大に進学する者に対して大学入学金等に相当する
一時金（上限30万円）を給付します。

　向学心を有しながら経済的理由により修学が困難な高校生に奨学金や遠距離通学
費を無利子で貸与し、修学の促進を図ります。

　公立高等学校の授業料に係る経済的負担の軽減を適正に行うことにより、教育の機
会均等を図り、公立高等学校における修学を支援します。

５ すべての子どもの学びを保障する支援

いじめ・不登校等悩みを抱える児童生徒の支援

多様性を認め、共に生きる社会の実現

〔拡〕



事　　　業　　　内　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額
[28年度予算額]

○ 子どもの自殺防止対策事業

　高等学校20校×２回

　モデル校　中学校24校、高等学校20校

□  学校生活相談体制充実事業【教育再生】 〔心の支援課〕 1173万5千円

[ 1179万円]

学校生活相談センターによる電話相談等

□ 性被害防止に向けた指導充実事業 736万9千円

〔心の支援課、保健厚生課〕 [ 389万8千円]

○ 子どもの性被害防止教育キャラバン隊の派遣

○ 性に関する指導（専門）研修会による教員の指導力向上（全県）

○ 性に関する指導（実践）研修会による教員の指導力向上(県内４地域）

○ 指導者養成のための全国研修会への教員派遣　 ７人　（H28：３人） 

○ ホームページを活用した指導資料の提供

○ 指導資料「性被害防止教育啓発ＤＶＤ」の作成

○ 啓発対象者に応じた「性被害防止教育啓発リーフレット」の作成

　啓発対象：高校１年生、中学校１年生、特別支援学校高等部生徒

□ 特別支援教育充実事業【教育再生】 〔特別支援教育課、義務教育課〕 7億5495万8千円
[ 5億4926万9千円]

○ 自立活動担当教員の増員　

○ 専門職員の配置

学校介助職員の配置　20人（H26から引き続き配置）

　特別支援学校における障がい特性に応じた専門的な教育の充実やセンター的
機能の充実のため自立活動担当教員を20人（Ｈ26から４年間で80人）増員

・　コミュニケーション力向上と人間関係づくりを目的とした講師派遣

・　子どもの悩みを的確に把握し、その解決を図るための実践研究

　臨床心理士を配置し、24時間体制で対応

　派遣先：県立高校１学年、私立高校等、公立中学校（拠点校）、
　　　　　　 特別支援学校高等部

　子どもの性被害防止のため、学校外の人材を活用した指導を推進するとともに、児童
生徒が性に関する正しい知識を習得し、自己や他者を尊重して健康な生活を送るため
の資質・能力を養うため、学校における性に関する指導の充実を図ります。

　特別支援学校や小・中学校における特別支援教育の専門性や教師の支援力の向上
を図り、障がいのある児童生徒の自立と社会参加に向けた力の育成に努めます。

　特別支援学校における学習面及び生活場面における児童生徒に対する自立指
導の充実を図るため、専門的な知識・技能を有する外部人材を活用

　教員や子ども自身が心の危機のサインを理解し、適切に対応できるように自殺予
防の取組を支援

　学校生活における児童生徒の不安や心配など悩みを解消し、学校におけるいじめを
未然防止するとともに、学校生活に関する様々な問題の改善を図ります。

理学療法士（PT)・作業療法士（０T)・言語聴覚士（ST)による現場教員への実践
指導

特別支援教育の充実

〔拡〕

新

〔拡〕

〔拡〕

新

〔拡〕



事　　　業　　　内　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額
[28年度予算額]

○ LD等通級指導教室担当教員の配置

○ 長野県特別支援教育連携協議会の開催

協議会の開催　５回

作業部会（専門家委員会）の開催　２回

□ 特別支援学校就労支援総合事業【教育再生】【雇用・社会参加促進】 1587万3千円

〔特別支援教育課〕 [ 1309万8千円]

○ 特別支援学校への技能検定のモデル的導入　４校
○ 特別支援学校への就労コーディネーターの配置　４人

□ 特別支援教育就学奨励費事業 〔特別支援教育課〕 3億2725万5千円
[ 3億3413万2千円]

□ 医療的ケア体制整備事業 〔特別支援教育課〕 6772万9千円
[ 6937万円]

○ 配置校 17校　　30人

○ 医療的ケア研修の実施、指導医の派遣による教職員の資質向上

□ 日本語が不自由な生徒のための高校生活支援事業 〔高校教育課〕 307万5千円
[ 307万5千円]

○ 配置校　　県立高等学校  20校　（延べ1,030時間）

□ 外国籍等児童生徒指導研修事業 〔教学指導課〕 14万4千円
[ 14万4千円]

○ 研修会開催　４地区×２回

□ キャリア教育支援事業【教育再生】【次世代産業創出】【雇用・社会参加促進】

【活動人口増加】（再掲） 〔教学指導課〕

　特別支援学校に看護師を常駐配置し、痰の吸引などの医療的ケアを必要とする児童
生徒が安全かつ安心して学べる教育環境づくりを推進します。

　次期特別支援教育推進計画の策定（平成30年３月予定）に向け、有識者による
作業部会や協議会を開催

　特別支援学校高等部生徒の一般就労率を向上させ、卒業後の自立と社会参加を促
進するため、特別支援学校において技能検定をモデル的に導入し、生徒の就労意欲と
就労のためのスキルの向上を図るとともに、学校と地域企業との連携を強化します。

　特別支援学校に通う児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、就学に必要
な経費を支給します。

　外国籍等児童生徒の指導に携わる教員等を対象に、指導方法等について研修会を
開催し、指導力の向上を図ります。

　高校に在籍する日本語が不自由な外国籍生徒及び帰国子女が、日本の高校生活に
速やかに適応できるよう、各高校に生活支援相談員を配置して支援します。

・　小学校へのLD等通級指導担当教員の配置増員　34人　（H28：28人）

　小・中学校に在籍する特別な支援を必要とする発達障がいのある児童を対象に
教育を行う教員を配置

・　中学校へのLD等通級指導担当教員を配置　５人

困難を有する子ども・若者の自立支援

新

〔拡〕

〔拡〕

新



事　　　業　　　内　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額
[28年度予算額]

□ 生涯学習推進センター事業【教育再生】 〔文化財・生涯学習課〕 1472万9千円
[ 1691万円]

○ 指導者養成講座の拡充

○ 公民館活動を支援する専門アドバイザーの派遣
　市町村の公民館活動を支援するため専門アドバイザーを派遣

□ 県立長野図書館事業【教育再生】 〔文化財・生涯学習課〕 2億1173万7千円
[ 1億2792万4千円]

○ 図書館改革事業
デジタル情報資源の一元的検索・相互活用に向けた検討
これからの図書館実現フォーラムの開催
郷土資料及び新聞雑誌データベース等の充実
デジタル情報へのアクセス環境整備
新たな時代にふさわしい学び方”Co-learning"モデルの提案

□ 県立歴史館事業（後掲） 〔文化財・生涯学習課〕

□ 少年自然の家の運営等 〔文化財・生涯学習課〕 1億8874万5千円
[ 1億2801万3千円]

○

○ 青年の家（須坂・松川）の施設移管に伴う補助金の交付

□ 社会人権教育推進事業 〔心の支援課〕 671万円
[ 691万2千円]

○ 人権教育総合推進地域、人権教育研究指定校による人権教育の実践的研究

○ 人権をテーマとした学習講座を実施する市町村に対して助成

補助率　1/2以内（補助限度額　１講座当たり25,000円）

○ 社会人権教育に関する研修会・研究協議会等の開催
人権教育指導方法等研究会
市町村社会人権教育担当者会議
社会人権教育研究協議会
社会人権教育リーダー研修会（全体研修・実践力スキルアップ講座）
地域の人権教育ネットワーク整備

児童生徒の自然体験活動の拠点化に向けた「少年自然の家（望月・阿南）」の機能
強化

　全国一を誇る公民館の活動支援を強化するため、ブロック別の公民館・社会教育
に係る研修や市町村と協働した実践型講座を開催

　県民が生涯にわたって学び、地域の課題解決を主体的に担う生涯学習・社会教育活
動を支援するため、公民館・社会教育に係る指導者層の企画立案力や事業展開力の
向上など人材育成を推進します。

　県内の公共図書館が、情報・知識基盤社会における多様な県民の知の拠点としての
役割を果たすため、中核となる県立図書館の専門性・ネットワーク力を強化し、様々な
情報を活かした新しい図書館づくりを進めます。

　指定管理者による効果的、効率的な運営を図りつつ、自然体験活動等を通して青少
年の健全育成を支援します。

　全ての人が支えあい、共に生きる社会の実現をめざし、様々な場を通じた人権教育・
啓発により、人権意識の高揚を図ります。

社会全体で共に育み共に学ぶ教育の推進

６ 学びの成果が生きる生涯学習の振興

学びが循環する社会の創造



事　　　業　　　内　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額
[28年度予算額]

□ 放課後子ども教室推進事業 〔文化財・生涯学習課〕 2424万1千円
[ 2287万2千円]

　事業実施主体　市町村

　補助率 2/3

○ 放課後子ども教室　　38市町村・学校組合

○ 土曜日等の教育支援体制構築　　５市町村

○ 地域未来塾　　15市町村・学校組合

□ 信州型コミュニティスクール推進事業【教育再生】（再掲） 〔文化財・生涯学習課〕

□ 少年自然の家の運営等（再掲） 〔文化財・生涯学習課〕

□ 文化財保存修理及び防災事業【誇りある暮らし実現】 〔文化財・生涯学習課〕 8973万円
[ 8224万円]

○ 事業主体　文化財所有者等

補助率　　 国指定文化財：国庫補助残の1/2以内

　　 　　　　 県指定文化財：事業費の2/3以内

□ 地域で守る伝統行事（芸能）継承モデル事業【誇りある暮らし実現】 333万5千円

〔文化財・生涯学習課〕 [ 333万5千円]

○モデル地域に対する補助　　　１地域（下伊那地域）

補助率　　　定額

□ 文化財の活用による地域活力創出事業【誇りある暮らし実現】 167万4千円
〔文化財・生涯学習課〕 [ 216万9千円]

○ 文化財修理防災事業と併せて行う文化財の情報発信・活用の取組への支援

事業主体　文化財所有者等

補助率　　定額

（文化財修理防災事業の県補助金額の１/10、補助限度額 500,000円）

　文化財を後世に維持・継承していくため、保存整備だけでなく文化財の情報発信・
活用を一体的に行う取組を支援します。

　小学校の余裕教室等を活用し、子どもたちが健やかに育まれる居場所づくりを推
進

　家庭での学習が困難であったり学習習慣が十分身についていない中学生に対し、
地域の方の協力による学習支援を実施

　土曜日等に地域の自然と文化を学ぶ活動などを体系的・継続的に実施する地域
の教育活動を支援

　放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用して、子どもたちが安全で健やかに過
ごすことのできる居場所づくりを推進するとともに、学習が遅れがちな中学生を対象とし
た学習支援の取組を推進します。

　県民の共有財産である文化財の適切な保存・活用を図り後世に継承するため、所有
者等が行う文化財の修理・防災に要する費用の一部を助成します。

　人口減少下において伝統行事（芸能）を次世代に継承するため、地域全体で伝統行
事（芸能）を継承する意識醸成を図るとともに、モデル地区が行う担い手人材確保等の
取組を支援します。

子どもの未来づくり

７ 潤いと感動をもたらす文化・スポーツの振興

文化財の保護・継承・活用

〔拡〕



事　　　業　　　内　　　容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額
[28年度予算額]

□ 県立歴史館事業 〔文化財・生涯学習課〕 1億7852万3千円
[ 3億5919万4千円]

○ おでかけ歴史館（県内各地の学校や公民館などへの出前講座）の実施

　各地の学校や地域の学びを支援

○ 信州学ブックレットの発行

　長野県の歴史や風土、暮らしなどを分かりやすく解説する冊子の作成

○ 黒曜石産地実態究明調査

○ 企画展「縄文土器Ⅱ」（仮称）の開催

□ 競技力向上事業 〔スポーツ課〕 1億148万8千円
[ 1億2611万5千円]

○ 競技団体が実施する競技者の育成・強化、指導者養成への支援

○ 東京オリンピックなど今後の国際大会での活躍が期待される競技・選手の育成を支援

○ 選手のコンディショニング調整等のマルチサポート

○ ジュニア選手の育成・支援

○ 未来を担う競技者の発掘・育成

□ 地域スポーツ拠点マルチ化事業 〔スポーツ課〕 388万5千円
[ 393万3千円]

○ 総合型地域スポーツクラブ活動推進事業
専門の外部指導者の派遣等により、総合型地域スポーツクラブの活動を支援

○ 地域スポーツの新たなプラットフォーム形成支援事業

モデル市町村に対する補助　５市町村

□ アスリート就職支援事業（長野県版「アスナビ」） 〔スポーツ課〕 92万円
[ 100万7千円]

○ 長野県版『アスナビ』情報サイトの運営

○ 長野県版『アスナビ』説明会の開催

□ 冬季国際大会開催事業 〔スポーツ課〕 3000万円
[ 700万円]

□ 県立武道館建設事業 〔スポーツ課〕 1億3720万円
[－]

　公民館等のコミュニティスペース等において、従来から行っている生涯学習・文化・
地域活動に加えて、新たに取り組む地域スポーツ活動を支援

　県立歴史館を「来館型」から「地域貢献型」歴史館へ転換するため、歴史を学ぶことか
ら未来を考える地域活動の支援や地域活性化に活きる情報発信、地域課題を捉えた
調査研究等に取り組みます。

　県民誰もがスポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会の実現に向け、より気軽
に参加できる身近なスポーツ環境の整備を進めます。

　地域スポーツの振興を図るため、アスリートと県内企業との双方向型就職マッチングシ
ステム「長野県版『アスナビ』」を構築し、長野県での競技継続を希望するアスリートの県
内企業への就職を促進します。

　長野冬季五輪から20年経過するのを契機に、ウインタースポーツの更なる振興を図る
ため、白馬ジャンプ競技場等での開催が予定されているノルディックコンバインドワール
ドカップ及びＦＩＳサマーグランプリジャンプ白馬大会を支援します。

　本県の武道振興の中核的拠点を整備するため、県立武道館建設に向けての設計等
を行います。

　国民体育大会等の全国大会やオリンピック等の国際大会で活躍が期待される県内選
手の育成・強化、指導者の養成及び練習環境の整備等により競技力の向上を図りま
す。

スポーツの振興

新

新

新

〔拡〕

〔拡〕

〔拡〕


